
 
44..今今後後のの課課題題とと展展望望  
今後は物品を最大限に活用できるよう保育室内の配置をさらに検討し、乳児が家庭と同

じように安心して過ごせる環境づくりを継続していきます。特にクッションマットは幾通

りにも構成でき、保育のシーンによって使い分けをしたいと思います。後半には発達段階

によってできる行為や活動に幅の広がりがみられるため、月齢ごとに落ち着いて保育を行

なえる環境を整えたいと話し合っています。乳児の動きを想定し、保育室内の動線も視野

に入れながら心地よい空間を考慮したいと思います。 
それぞれの物品を大切に長く使用できるよう、日々の安全確認を行ない、乳児が安心し

て過ごせるよう衛生管理にも心がけます。 
 

以上 

 

 
 

  

保保育育計計画画成成果果報報告告書書  

法人名等 社会福祉法人鴨島ひかり会 

施設名 鴨島中央認定こども園 

報告者（役職） 多田 和子 （ 園長 ） 

住所・連絡先 

徳島県吉野川市鴨島町鴨島乙 897-9 

☎ 0883-24-2356  

E-mail  kamojimacyuuou.nk.2020@kamojimahikari.jp         

 

○タイトル（保育計画） 

子どもたちに安全・安心な保育環境を整える 

 

○主な助成備品 

玄関自動ドア 

 

  

  

１１．．保保育育計計画画策策定定のの目目的的  

  

 ① 玄関の扉を自動化し、子どもの手の届かない所にスイッチを配置することで、子ど

もが扉を開けて道路に飛び出して行くことを防ぐことができ、安全を確保できる。 

 

 ② 保護者の送迎時に、保護者の意思で扉の開閉が行えるため、安心してその日の様子

や連絡事項などの引継ぎが充分にできる。このことにより多様な考えをもつ保護者

に安心な保育を提供できる。 

 

 ③ 子どもの送迎時間に不審者が来たような場合には、自動扉の開閉を事務所内の開閉

スイッチで操作ができることにより、素早く不審者に対応することで、不審者の侵

入を未然に防ぎ、子どもたちの安全を確保できる。 
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２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

   

・新園舎完成時の手動ドアに自動ドア装置を追加工事（自動ドアスッテッカーを貼る） 

・電源スイッチを玄関横の事務室内に設置 

 ・自動ドア内側からのスイッチは、子どもの手の届かない位置に設置 

 ・保護者に周知する（自動ドアの開いている時間帯、閉まっている時間帯） 

 

登降園時間帯 
電源スイッチをＯＮ 

玄関に立つと起動センサーによって 

自動開閉 

 

園から出るとき 大人がスイッチを押して開閉 

その他時間帯 
電源スイッチをＯＦＦ 

自動ドアは開かないので、インター 

ホンを押す 

事務室のタッチパネルで開く 

園から出るとき 大人がスイッチを押して開閉 

 

  

自動ドアを使って送迎する保護者 

   

スイッチは子どもの手の届かない位置   事務室に電源スイッチを設置   

持ち運びができる

タッチパネル 
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２２．．具具体体的的なな実実施施内内容容  

   

・新園舎完成時の手動ドアに自動ドア装置を追加工事（自動ドアスッテッカーを貼る） 
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電源スイッチをＯＮ 

玄関に立つと起動センサーによって 
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自動ドアを使って送迎する保護者 

   

スイッチは子どもの手の届かない位置   事務室に電源スイッチを設置   

持ち運びができる

タッチパネル 

 

 
 

３３．．そそのの成成果果とと評評価価 

   

 新園舎計画の際に自動ドアの設置を予定していましたが、設計見直しにより見送ら

ざるをえませんでした。今回、自動ドア設置の夢がかない、子どもたちの安全が守ら

れる良い環境が整いました。 

 

   自動ドアの内側のスイッチを、子どもたちの手の届かない位置にしたことにより、

子どもが自分でドアを開けて戸外に飛び出す心配もなく、保護者は安心して保育教諭

とその日の様子や連絡事項の引継ぎ時の会話ができると好評です。安全・安心の保育

環境を整える計画のサポートになりました。 

 

保護者や訪問者が来園する度に職員が施錠の開閉に行っていましたが、その都度、

開錠に行かなくても事務室のタッチパネルで操作することができ、効率がよく大変便

利になりました。 

   また不審者対応にも、事務室に電源スイッチとタッチパネルがあることにより自由

に入ってくることができないので、とっさの対応ができるようになりました。 

   保護者には、自動ドアが開いて戸外に出るときには、子どもが道路に飛び出さない

ように手をつないで帰るようにお願いしています。保護者と一緒に手をつないで帰る

子どもたちのうれしそうな笑顔に、見送る職員は幸せな気持ちになります。 

 

５歳児の子どもたちは、自動ドア装置助成目録の贈呈式に参加することができ、第

一生命財団様に教職員と一緒に元気よくお礼を言うことができました。子どもたちに

とって、贈呈式に参加する機会がもてたことは、とても良い経験となりました。 

 

 

  

自動ドア装置助成目録の贈呈式 
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子どもたちからのお礼の言葉 

 

  

４４．．今今後後のの課課題題とと展展望望  

     

今後も安全・安心な保育環境を維持していけるように、毎年の保育計画を見直して改

善していきたいと思います。 

また、一人ひとりの園児の発達状況に応じた望ましい環境を用意し、子どもの最善の

成長を祈りつつご家庭に寄り添い、保護者の方や地域の方々に信頼される認定こども園

となるよう努力していきたいと思っています。 

 

最後になりましたが、第一生命財団様から自動ドアを助成して頂き、子どもたちに安

全・安心な保育環境が整いましたことに心より感謝申し上げます。 

 

                                   

 以上 
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